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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、日本人老年期乳がん体験者のソーシャル・サポート、ソーシャル・サポート・ネ

ットワーク、精神的・身体的状況の実態と関連を明らかにすることを目的に行われた。精神的

状況はソーシャル・サポート・ネットワーク及びコンフリクトに有意相関を示した。重回帰分

析により、精神的状況に最も影響する要因としてソーシャル・サポート・ネットワーク、次に

コンフリクトという結果を示し、日本人老年期乳がん体験者の精神的状況に影響する重要な要

因であることが明らかとなった。 

 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this study was to describe and investigate the relationships among social support, 

social support network, and psychological and physical states among elderly Japanese women with 

breast cancer. Psychological states significantly correlated with social support network and conflict. 

Stepwise multiple regression analysis showed that social support network was the most influencing 

factor on psychological states, followed by conflict. The findings suggest that conflict and social support 

network were important factors for the women’s psychological states. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）西欧諸国において、ソーシャル・サポ

ートは、精神的・身体的状況という健康への

影響があると報告されている。日本人女性の

乳がん罹患率は増加傾向にあり、乳がん体験

者のソーシャル・サポートと精神的・身体的

状況との関連は研究されつつある。しかし、

その研究報告数は少なく、さらに、老年期乳

がん体験者に焦点を当てた研究報告は無い。 

ソーシャル・サポートは、人と人との関係

から成り立ち、社会的、文化的な背景により

相違がある。また、老年期乳がん体験者を対

象者とした場合、老年期というライフサイク

ルにおける発達課題の特性を踏まえた検討

が必要である。 

（２）老年期乳がん体験者のソーシャル・サ

ポートを記述し、ソーシャル・サポートと精

神的・身体的状況の実態と関連を明らかにす

ることは、対象者のソーシャル・サポート、

精神的・身体的状況に関するアセスメントを

行うこと、情報を提供すること、健康状況を

維持・増進するための看護実践活用を可能と

する。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、老年期乳がん体験者のソ
ーシャル・サポートを記述し、ソーシャル・
サポートと精神的・身体的状況の実態と関連
を明らかにすることである。具体的な研究目
標は、以下の通りである。 

（１）老年期乳がん体験者のソーシャル・サ
ポートのタイプとその内容を明らかにする。 

（２）老年期乳がん体験者のソーシャル・サ
ポートの提供者であるソーシャル・サポー
ト・ネットワークを明らかにする。 

（３）老年期乳がん体験者のソーシャル・サ
ポートと精神的・身体的状況の実態を明らか
にする。 

（４）老年期乳がん体験者のソーシャル・サ
ポートと精神的・身体的状況の関連を明らか
にする。 

（５）老年期乳がん体験者のソーシャル・サ

ポートと精神的・身体的状況の実態と関連か
らより良いケア提供を検討する。 
 
 
３．研究の方法 

（１）対象者は、「乳がん」と診断・告知を

受け入院治療を終了し、外来において経過観

察中の 65歳以上の女性であった。 

（２）データ収集は、以下の①～⑤の測定用

具を用いた。 

①インタヴュ－ガイド 

②高齢者用ソーシャル・サポート質問紙 

③精神健康調査票 

④身体的状況調査表 

⑤医学的データ調査票 

（３）データ収集方法・手順は、研究対象者

が、「同意書」へ署名した後、面接法及び自

記式質問紙調査法によりデータ収集を行っ

た。 

（４）データ分析 

面接により得た質的データは内容分析に

より、他の量的データは記述統計、ｔ検定、

ピアソン積率相関係数及び重回帰分析によ

り分析を行った。 

（５）倫理的配慮 

福島県立医科大学倫理委員会およびデー

タ収集のフィールドである医療施設の倫理

委員会に研究計画書を提出し承認された。研

究者が研究計画書に記載された内容に基づ

いて対象者個々に説明し、対象者の「同意書」

への署名を得た後、データ収集を開始した。 

 

 

４．研究成果 

（１）ソーシャル・サポート・ネットワーク

サイズは 2 から 34 人(M=9.09; SD=6.57)で

あった。これは、全年齢層の乳がん体験者を

対象とした先行研究より有意に小さい結果

であった。 

ソーシャル・サポートのタイプは、①情緒



的サポートの捉え、②道具的サポートの受領、

③乳がん体験に関する情報の提供、④健康問

題を持つ家族員へのケアの提供、⑤コンフリ

クトな体験であった。ソーシャル・サポート

のタイプをさらにソーシャル・サポートの側

面として検討すると、①と②はプラスの側面、

③と④は互恵性、⑤はマイナス側面であった。 

（２）ソーシャル・サポート・ネットワーク

の主な構成員は配偶者、娘、息子、姉妹、友

人、その他の重要他者であった。他の先行研

究とほぼ同様であった。 

（３）身体的状況は他の乳がん体験者とのコ

ンタクトと有意相関を示した。コンフリクト

と身体的状況は、他の患者とのコンタクトの

有群と無群の群間に有意差を示した。精神的

状況はソーシャル・サポート・ネットワーク

及びコンフリクトと有意相関を示した。 

（４）精神的状況は 70歳未満群か、70歳以

上群の群間に有意差を示した。70 歳未満群の

方が、70歳以上群よりも良い精神的健康状況

を示した。 

 さらに、他の乳がん体験者とのコンタクト

の有無により身体的状況とコンフリクトに

有意差を示した。他の乳がん体験者とのコン

タクト有群は、コンタクト無群よりも身体的

な症状がより多く、また、コンフリクトがよ

り高い結果であった。 

（５）精神的状況に最も影響する要因として、

ソーシャル・サポート・ネットワークとコン

フリクトであった。 

このような結果から、ソーシャル・サポー

ト・ネットワークとコンフリクトは、乳がん

体験者の精神的状況にとって、重要な要因で

あることが示唆された。医療者は、日本人老

年期乳がん体験者にソーシャル・サポートに

関する情報を提供する必要があること、ソー

シャル・サポートと精神的・身体的状況に関

する実態と関連の一連の体験として探究す

る研究の必要性が示唆された。 
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